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本
史
料
は
、
藤
井
信
太
郎
氏
所
蔵
の
藤
井
伊
右
衛
門
の
日
記
（
一

九
四
二
年
三
月
六
日
か
ら
四
月
三
〇
日
ま
で
）
の
う
ち
、
三
月
二
四

日
か
ら
三
月
三
〇
日
ま
で
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
井
伊
右
衛

門
は
明
治
二
三
年
生
ま
れ
、
そ
の
後
一
年
志
願
兵
と
し
て
鉄
道
連
隊

に
入
隊
、
予
備
工
兵
少
尉
と
し
て
帝
国
在
郷
軍
人
会
長
野
市
連
合
分

会
副
長
な
ど
を
務
め
、
一
九
三
四
年
か
ら
は
長
野
市
長
に
も
な
っ
た
。

大
政
翼
賛
会
成
立
後
は
同
会
長
野
県
支
部
庶
務
部
長
、
翼
賛
政
治
体

制
協
議
会
長
野
県
支
部
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
な
が
ら
、
一
九
四
二
年

に
は
翼
賛
選
挙
に
出
馬
し
て
推
薦
候
補
と
し
て
当
選
を
果
た
し
、
一

九
四
五
年
に
成
立
す
る
院
内
会
派
の
護
国
同
志
会
に
も
入
っ
て
い
く
。

今
回
翻
刻
し
た
日
記
の
期
間
は
、
藤
井
が
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
長

野
県
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

太
平
洋
戦
争
開
始
後
の
一
九
四
二
年
四
月
、
日
本
国
内
で
は
衆
議

院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
周
知
の
通
り
、
時
局
に

適
す
る
と
み
な
さ
れ
た
候
補
に
は
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
（
以
下
、

翼
協
と
略
す
）
か
ら
推
薦
が
与
え
ら
れ
る
一
方
、
適
さ
な
い
と
み
な

さ
れ
た
候
補
は
非
推
薦
で
選
挙
を
戦
わ
ざ
る
を
得
な
い
翼
賛
選
挙
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
翼
協
は
、
中
央
で
は
会
長
に
元
首
相
で
陸
軍
大
将
の
阿
部
信

行
を
戴
き
、
貴
衆
両
院
議
員
、
各
産
業
団
体
か
ら
構
成
員
が
選
ば
れ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
翼
協
の
地
方
支
部
は
、
各
県
に
も
組
織
さ
れ

て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
時
局
に
適
し
た
候
補
者
を
選
定
し
、
内
申

を
付
与
し
て
中
央
の
翼
協
へ
と
推
薦
を
行
う
立
場
に
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
中
央
の
翼
協
で
は
か
つ
て
の
旧
既
成
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政
党
の
政
治
家
た
ち
が
重
き
を
な
し
て
お
り
、
地
方
支
部
か
ら
上
げ

ら
れ
て
く
る
旧
既
成
政
党
の
政
治
家
を
排
除
す
る
よ
う
な
内
申
に
は

修
正
を
加
え
て
い
た
と
い
う）

1
（

。
そ
の
意
味
で
旧
既
成
政
党
勢
力
は
根

強
く
力
を
固
持
し
続
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

2
（

。

　

と
は
い
え
、
同
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
者
の
推
薦
過
程
に
つ
い
て

は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
本
日
記
の
執
筆
者
で
あ
る
藤
井
伊
右

衛
門
は
、
ま
さ
に
翼
協
長
野
県
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
時
局
に

適
・
不
適
と
考
え
ら
れ
る
候
補
を
選
定
し
て
中
央
へ
推
挙
す
る
立
場

に
あ
っ
た
が
、
今
回
扱
う
時
期
の
記
述
か
ら
は
、
藤
井
の
み
な
ら
ず

他
の
翼
協
長
野
県
支
部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
立
候
補
を
目
指
す
政
治

家
た
ち
へ
の
適
・
不
適
の
議
論
も
見
て
取
れ
る
。
そ
の
意
味
で
本
史

料
は
、
翼
賛
選
挙
に
出
馬
し
た
推
薦
・
非
推
薦
候
補
が
地
方
レ
ベ
ル

で
ど
の
よ
う
な
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
極
め

て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
藤
井
は
翼
協
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
な

が
ら
、
長
野
県
第
一
区
よ
り
推
薦
候
補
と
し
て
出
馬
、
第
二
位
で
当

選
す
る
が
、
藤
井
を
出
馬
さ
せ
よ
う
と
す
る
在
郷
軍
人
た
ち
の
動
き

も
看
取
で
き
る
。
長
野
県
で
は
一
九
三
二
年
に
政
治
的
な
在
郷
軍
人

グ
ル
ー
プ
と
し
て
信
州
郷
軍
同
志
会
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
藤
井
も

同
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
本
史
料
は
在
郷
軍
人
と
選
挙
を
考
え

る
う
え
で
も
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

藤
井
以
外
の
翼
協
長
野
県
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
主
な
経
歴
を

記
せ
ば
、
支
部
長
が
倉
島
富
次
郎
（
陸
軍
少
将
）、
北
村
甚
兵
衛

（
長
野
県
議
会
議
員
、
旧
政
友
会
所
属
）、
宮
澤
佐
源
次
（
大
政
翼
賛

会
長
野
県
支
部
顧
問
、
旧
民
政
党
所
属
）、
古
谷
作
治
（
弁
護
士
、

長
野
県
翼
賛
壮
年
団
副
団
長
）、
郷
道
四
郎
（
陸
軍
少
尉
、
帝
国
在

郷
軍
人
会
下
高
井
郡
連
合
分
会
長
）、
宮
下
周
（
大
政
翼
賛
会
長
野

県
支
部
組
織
部
長
、
旧
民
政
党
所
属
）、
金
子
行
徳
（
信
濃
絹
紡
社

長
、
大
政
翼
賛
会
長
野
県
支
部
常
務
委
員
）、
中
沢
周
三
（
長
野
県

翼
賛
壮
年
団
副
団
長
）、
吉
川
亮
夫
（
長
野
県
町
村
長
会
会
長
）、
木

下
丈
男
（
長
野
県
翼
賛
壮
年
団
副
団
長
）、
二
木
柄
伍
（
郡
農
会
長
）、

増
田
要
次
郎
（
弁
護
士
）、
丸
山
謹
一
郎
（
大
政
翼
賛
会
長
野
県
支

部
常
務
委
員
、
陸
軍
中
尉
）、
佐
藤
順
一
（
帝
国
在
郷
軍
人
会
大
町

分
会
副
会
長
）、
青
柳
準
之
助
（
陸
軍
大
佐
、
信
州
郷
軍
同
志
会
メ

ン
バ
ー
）、
伊
藤
一
（
長
野
県
町
村
長
会
副
会
長
）
で
あ
る
。

　

日
記
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
仮
名
表
記
を
漢
字
ひ
ら
が
な

表
記
に
改
め
、
旧
字
体
は
人
名
を
除
き
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め

る
と
と
も
に
、
算
用
数
字
は
漢
数
字
に
直
し
、
解
読
し
切
れ
な
か
っ

た
文
字
に
つ
い
て
は
□
で
表
わ
し
た
。
な
お
、
日
記
は
毎
日
必
ず
記

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
藤
井
家
の
皆
様
と
相
談
の
う
え

省
略
し
た
日
や
箇
所
も
あ
る
。
日
記
の
原
本
は
横
書
き
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
見
や
す
さ
を
考
慮
し
て
縦
書
き
に
し
た
。
明
ら
か
な
誤
字
、

脱
字
に
つ
い
て
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
表
現
に
訂
正
し
て
あ
る
。
改
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行
に
つ
い
て
は
紙
幅
、
見
や
す
さ
、
意
味
合
い
を
考
慮
し
て
必
ず
し

も
原
本
ど
お
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
原
本
で
不
規
則
な
箇
所

に
記
さ
れ
て
い
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
意
味
な
ど
踏
ま
え
た
う
え
で
、

適
当
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
配
置
し
そ
の
文
章
を
【　

】
で
括
っ
て
い

る
。
な
お
、
初
出
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
分
か
る
限
り
で
文
末

脚
注
を
付
け
簡
単
な
説
明
を
付
し
て
い
る
。

Ⅲ
．
二
四
（
火
）

古
谷
作
治
、
郷
道
四
郎
氏
来
訪

衆
議
院
議
員
立
候
補
慫
慂
あ
り

郷
軍
壮
年
団
方
面
に
於
て
清
新
強
力
な
る
議
会
確
立
の
為
啓
発
宣
伝

を
行
ひ
来
れ
る
も

現
在
予
想
せ
ら
る
ゝ
候
補
者
を
目
標
と
し
て
は
旧
態
依
然
た
る
も
の

に
し
て
今
日
迄
の
主
張
に
合
致
せ
ず
依
つ
て
名
実
伴
ふ
候
補
者
を
目

標
と
し
て
活
躍
せ
ん
と
す
る
気
分
濃
厚
な
り

近
日
貴
下
の
承
諾
を
得
べ
く
有
志
訪
問
せ
ら
る
べ
き
も
協
議
会
支
部

会
員
に
あ
る
関
係
上
一
応
の
話
を
な
す
旨
申
出
で
あ
り

依
て
体
力
的
に
見
て
又
今
日
迄
の
主
張
と
し
て
自
ら
選
挙
民
に
投
票

を
依
頼
す
る
事
は
出
来
ず

従
来
の
慣
習
に
鑑
み
選
挙
民
は
か
ゝ
る
候
補
者
の
態
度
に
嫌
た
ら
ざ

る
べ
く
、
然
る
時
は
当
落
は
別
と
し
て
も
運
動
者
に
煮
湯
を
飲
ま
す

事
と
な
り

又
選
挙
民
に
然
様
な
る
考
を
持
た
し
め
ざ
る
程
の
人
物
に
も
非
ず

従
つ
て
選
挙
と
な
ら
ず

他
の
方
法
を
考
慮
せ
ら
れ
度
き
旨
を
申
出
ず

両
者
は
承
諾
の
回
答
を
得
ず
と
も
宜
し
と
て
辞
去
せ
ら
る

会
食
の
際
丸
山
謹
一
郎
氏
よ
り
司
令
官
の
伝
言
な
り
と
て
奮
起
を
促

さ
る

依
て
古
谷
、
郷
道
両
氏
に
答
へ
た
る
と
同
様
な
る
答
を
な
し
宜
し
く

伝
言
方
を
依
頼
す

翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
長
野
県
支
部

結
成
式　

午
後
一
時
四
十
五
分
開
式

仝
二
時
五
分
結
成
式
終
了

本
部
連
絡
員
石
井
氏）

3
（

紹
介

協
議
懇
談

支
部
長
挨
拶

一
、
和
衷
協
力
渾
然
一
体
た
る
こ
と

二
、
詮
衡
の
為
に
は
充
分
意
見
を
交
換
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

従
つ
て
絶
対
秘
密
を
厳
守
す
る
を
要
す
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選
挙
終
了
後
と
雖
も
長
期
に
渡
り
厳
守
す
る
も
の
と
す

三
、
今
後
種
々
非
難
攻
撃
を
受
く
る
事
あ
る
も
、
総
て
は
支
部
長
自

身
矢
面
に
立
つ
考
な
る
も

唯
に
神
に
背
か
ざ
る
正
義
を
踏
ん
で
天
地
に
恥
ち
ざ
る
行
動
を
行
ひ

批
難
は
意
に
介
せ
ざ
る
覚
悟
な
り

本
会

支
部
規
約
審
議

第
六
條
に
よ
り
支
部
幹
事
指
名

宮
下
周
、
吉
川
亮
夫
、
郷
道
四
郎

支
部
規
約
第
四
條
に
よ
る
会
費
は
金
五
円
と
す

事
ム
費
三
、
〇
〇
〇
円
を
本
会
よ
り
受
領
せ
り

事
務
所

温
古
堂
、
二
八
九
三
番

指
示
事
項

詮
衡
開
始　

三
月
二
十
八
日

内
申　
　
　

三
月
三
十
一
日
迄

結
社
は
届
出
済
（
二
十
一
日
）
二
十
三
日
認
可
）

結
成
式　

官
吏
は
臨
席
せ
し
め
ざ
る
事

多
数
の
も
の
を
参
列
せ
し
む
べ
か
ら
ず

来
賓
、
案
内
先

県
会
議
員
、
長
野
市
長
、
町
村
長
会
長

町
村
長
会
長
は
会
員
な
る
を
以
て
略

何
れ
も
欠
席

推
薦
状
署
名
は
二
十
五
名
以
内

立
候
補
を
予
想
せ
ら
る
ゝ
者
は
会
員
を
辞
退
す
る
こ
と

会
長
挨
拶
レ
コ
ー
ド
は
弁
士
一
名
と
（
計
算
す
）
見
做
す

趣
意
書
は
会
員
並
に
候
補
者
の
公
認
運
動
者
に
配
布
す

詮
衡
標
準

推
薦
不
適
格
内
示

詮
衡
に
当
り
て
は
一
般
基
準
の
他
左
記
条
項
に
つ
き
留
意
す
べ
し

イ
、
国
体
、
意
義
を
晦
冥
な
ら
し
む
る
怖
れ
な
き
や

ロ
、
聖
戦
完
遂
の
挙
国
体
制
を
乱
す
が
如
き
挙
動
な
き
や

ハ
、
大
政
翼
賛
の
国
民
的
心
情
を
欠
如
す
る
が
如
き
言
動
な
き
や

ニ
、
悪
質
な
る
犯
罪
を
犯
し
社
会
の
指
弾
を
受
く
る
事
な
き
や

ホ
、
社
会
生
活
に
於
て
指
弾
を
受
く
る
事
な
き
や

尚
本
協
議
会
の
推
薦
を
豫
め
拒
否
し
た
る
も
の
は
除
く
を
勿
論
と
す

説
明

悪
質
な
る
犯
罪

破
廉
恥
罪
又
は
之
に
準
ず
る
犯
罪
を
犯
し
社
会
の
指
弾
を
受
く
る
も

の
を
云
ふ
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犯
罪
あ
る
も
公
的
に
認
容
せ
ら
れ
あ
る
も
の
は
此
限
り
に
非
ず

候
補
者
の
善
意
な
る
寄
附
金
は
受
領
せ
ず

応
援
弁
士
に
対
し
候
補
者
は
乗
車
賃
を
支
払
ひ
得
る
事
と
な
り
お
る

も之
は
受
け
ざ
る
事
と
し
た
し

推
薦
数
は
定
員
と
す
適
格
者
定
員
数
に
満
た
ざ
る
時
は
本
部
と
打
合

は
す
べ
し

当
選
第
一
主
義
と
云
ふ
は
誤
り
伝
へ
ら
れ
た
る
も
の
な
り

又
新
し
き
も
の
を
可
と
す
と
は
云
は
ず

新
し
き
も
古
き
も
併
せ
て
適
格
者
を
推
薦
す
る
と
云
ふ

【
詮
衡
決
議
は
多
数
決
に
よ
ら
ず
衆
議
統
裁
に
よ
る
】

支
部
主
催
の
演
説
会
は
行
は
ず

但
し
会
員
数
名
が
主
催
し
其
内
一
名
が
責
任
者
と
な
り
開
催
す
る
は

差
し
支
へ
な
し

然
し
可
成
候
補
者
の
演
説
会
に
臨
し
応
援
す
る
を
可
と
す

支
部
詮
衡
は
三
十
日
午
前
十
一
時
事
ム
所
に
於
て

欠
員
を
生
ず
る
も
補
充
せ
ず　

全
員
立
候
補
の
場
合
は
此
限
り
に
非

ず必
要
に
応
じ
召
集
の
場
合
部
分
的
召
集
を
な
す
事
を
承
認
す

会
長
説
明

清
新
な
る
議
会
の
意
は
議
会
を
清
新
た
ら
し
む
を
云
ふ

従
つ
て
新
し
き
人
の
み
と
云
ふ
意
に
非
ず

城
山
県
社
参
拝　

午
後
四
時
三
十
分
終
了　

西
洋
軒
に
て
会
食

Ⅲ
．
二
五
（
水
）

宮
澤
修
二）

4
（

、
宮
崎
誠
一）

5
（

、
川
添
孝
太
郎）

6
（

外
二
氏
（
市
川）

（
（

、
平
松）

8
（

）
来
訪

立
候
補
を
慫
慂
せ
ら
る

依
て
衷
情
を
愬
へ
別
途
の
方
法
考
慮
方
を
申
出
ず

先
方
に
て
再
考
を
促
さ
れ
た
る
に
よ
り
当
方
に
て
も
先
方
に
対
し
再

考
を
依
頼
す

尚
考
慮
の
上
改
め
て
御
回
答
申
上
ぐ
べ
き
が
礼
な
り
と
考
ふ
る
も
今

日
迄
此
問
題
に
つ
い
て
は
相
当
考
慮
を
重
ね
あ
り

再
考
の
余
地
な
く
、
又
事
急
を
要
す
る
儀
に
つ
き
此
場
に
て
速
答
申

上
ぐ
る
次
第
な
る
旨
を
述
べ
其
非
礼
を
詫
び
諒
恕
方
を
乞
ふ

（
以
下
、
一
部
省
略
）

埴
科
郡
支
部
臨
時
協
力
会
議

於
屋
代
中
学
校
午
後
一
時
三
十
五
分
開
式

午
後
二
時
開
議
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一
三
、
長
坂
武
平）

9
（

氏　

時
間
励
行
提
議

県
支
部
運
動
実
施
要
項
説
明

議
長

参
加
の
町
村
支
部
長
壮
年
団
長
に
も
意
見
あ
ら
ば
開
陳
せ
ら
れ
度
き

旨
宣
言

一
、
政
治
体
制
協
議
会
県
支
部
推
薦
に
つ
き

推
薦
気
運
の
醸
成
と
は
如
何
（
平
林）

10
（

）

出
し
た
い
人
を
推
薦
す
る
と
云
ふ
気
運

詮
衡
は
選
挙
区
毎
に
行
ふ
や
或
は
全
委
員
が
全
県
に
渉
り
行
ふ
や

何
等
指
示
な
き
も
恐
ら
く
全
員
が
全
県
に
渉
り
詮
衡
す
る
も
の
な
ら

ん
と
考
ふ

二
、
翼
賛
会
と
政
治
体
制
協
議
会
（
鈴
木
甚
四
郎）

11
（

）

会
は
貫
徹
運
動
、
協
議
会
は
推
薦
と
同
時
に
其
当
選
を
期
す

啓
発
運
動

三
、
貫
徹
運
動
と
選
挙
運
動
と
の
限
界
如
何　

月
岡
和
雄）

12
（

抽
象
的
に
は
説
明
出
来
ず
（
署
長
）

壮
年
団
の
方
針
柿
崎
氏
説
明

四
、
イ
、
相
当
数
の
自
由
主
義
候
補
あ
り
や

不
明

ロ
、
協
議
会
の
運
動
の
範
囲

推
薦
状
、
応
援
演
説
の
程
度　

選
挙
費
を
補
給
す
る
事
無
か
ら
な
ん

ハ
、
経
費
の
出
所
如
何
、
会
費
其
他

五
、
告
示
後
貫
徹
運
動
は
絶
対
に
不
可
な
り
や
（
宮
林
増
雄）

13
（

）

選
挙
運
動
と
ま
ぎ
ら
は
し
き
事
を
避
く
と
云
ふ
に
あ
り
絶
対
中
止
に

非
ず

六
、
選
挙
に
関
す
る
関
心
、
政
治
意
欲
を
昂
揚
す
る
事
は
運
動
眼
目

な
り

従
つ
て
関
心
を
喚
起
す
る
様
建
設
的
活
発
な
る
意
見
を
開
陳
せ
ら
れ

た
し

壮
年
団
代
表

選
挙
を
通
じ
て
政
治
理
念
の
改
革

【
議
会
に
対
す
る
理
念
排
撃
の
思
想
戦
な
り　

自
由
主
義
、
個
人
主

義
的
】

政
治
の
批
判
の
み
す
る
は
議
会
に
非
ず

大
政
翼
賛
す
る
を
真
の
議
会
と
す

清
新
議
会
を
確
立
す
る
事
を
阻
害
す
る
旧
政
党
地
盤
を
破
壊
し
適
格

者
を
送
り
出
し
得
る
様
に
す

投
票
に
対
す
る
理
念
の
革
新

投
票
は
奉
答
、
地
域
的
、
職
域
的
一
部
の
利
害
を
代
表
せ
し
む
る
も

の
に
非
ず
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（

選
挙
民
に
対
す
る
啓
発
宣
伝
は
出
来
て
も
問
題
と
な
る
は
候
補
者
の

問
題
な
り

立
派
な
る
候
補
者
が
推
薦
さ
れ
た
る
に
も
係
は
ら
ず
自
由
立
候
補
の

如
き
は
翼
賛
運
動
の
不
徹
底
な
る
も
の
と
認
む

瀧
澤
顧
問）

14
（

選
挙
は
政
治
教
育
の
最
も
良
き
機
会
な
り

然
る
に
従
来
の
選
挙
の
例
を
見
る
に
選
挙
民
は
更
新
せ
ん
と
す
る
気

分
に
な
ら
ず

立
派
な
る
候
補
者
を
推
薦
し
選
挙
民
は
之
に
向
つ
て
正
し
き
選
挙
を

行
ふ
事
を
理
想
と
す

現
行
法
の
不
備
な
る
為
に
選
挙
を
敬
遠
す
る
傾
向
と
な
る

依
つ
て
茲
に
一
同
の
決
意
を
表
明
し
選
挙
に
対
す
る
熱
意
を
昂
揚
せ

ん
と
す

（
決
意
表
明
）

特
定
人
の
選
挙
運
動
を
な
す
場
合
及
び
立
候
補
の
場
合
翼
賛
会
の
役

員
は
辞
す
べ
き
や

個
人
の
立
場
に
於
て
選
挙
運
動
を
な
す
場
合
立
候
補
の
場
合
故
に
辞

す
る
様

（
マ
マ
）な

し

但
し
個
人
の
立
場
と
認
め
難
き
様
な
る
立
候
補
の
場
合
、
辞
す
る
を

可

春
日
喜
平
氏）

15
（

隣
組
、
部
落
、
常
会
に
出
席
指
導
の
事

投
票
の
際
は
二
礼
二
拍
手
一
礼
の
上
投
票
の
事
と
し
た
り

決
意
表
明　

三
時
四
十
五
分
議
を
閉
づ

郡
委
員
会
組
織
報
告

Ⅲ
．
二
六
（
木
）

今
朝
重
ね
て
古
谷
、
郷
道
両
氏）

16
（

来
訪
奮
起
を
促
さ
る

結
局
推
薦
せ
ら
れ
て
も
辞
退
す
る
や
否
や
と
の
質
問
に
追
ひ
詰
め
ら

る話
中
、
太
田
大
尉）

1（
（

よ
り
司
令
官
の
意
図
な
り
と
し
て
奮
起
要
望
の
旨

伝
言
あ
り

陸
軍
省
へ
は
予
想
立
候
補
と
し
て
報
告
せ
る
由

古
谷
氏
等
に
対
し
て
は
明
朝
回
答
を
約
し
別
か
る

田
中
彌
助
氏）

18
（

立
候
補
の
意
志
表
明
あ
り

事
務
局
に
於
て
長
野
署
特
高
課
柳
澤
氏
面
接

立
候
補
の
意
志
あ
り
や
と
の
質
問
あ
り

意
志
な
き
を
回
答
す
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軍
人
後
援
会
長
長
野
県
支
部
評
議
会
へ
出
席

（
以
下
、
欄
外
に
あ
る
記
述
等
を
含
め
一
部
省
略
）

翼
協
支
部
長
と
面
接

郷
軍
、
翼
壮
方
面
よ
り
擁
立
の
声
あ
る
が
意
志
如
何
と
の
質
問
あ
り

依
つ
て
能
力
、
体
力
に
於
て
適
格
な
ら
ざ
る
を
信
ず

次
に
自
分
の
従
来
の
持
論
と
し
て
候
補
者
は
選
挙
人
に
対
し
演
説
に

せ
よ
文
書
に
せ
よ
依
頼
す
る
事
は
絶
対
不
可
能
に
し
て
仮
り
に
挨
拶

を
な
す
と
し
て
も

「
自
分
如
き
も
の
に
て
も
眼
識
に
叶
は
ゞ
云
々
」
と
云
ふ
事
を
申
述

ぶ
る
事
と
な
り

因
習
全
く
一
掃
さ
れ
ざ
る
選
挙
民
に
採
つ
て
は
寧
ろ
反
感
を
助
長
す

る
怖
あ
り

斯
く
て
は
有
志
の
考
へ
ら
る
成
果
を
得
ら
れ
ざ
る
事
と
な
り
非
常
な

る
窮
地
に
陥
る
結
果
と
な
れ
ば
極
力
辞
退
し
度
く
其
旨
を
回
答
し
あ

り唯
萬
一
推
薦
を
被
り
た
る
場
合
の
態
度
に
つ
い
て
は
目
下
考
慮
中
な

る
旨
を
答
ふ

（
以
下
一
部
省
略
）

Ⅲ
．
二
七
（
金
）

宮
澤
修
二
、
郷
道
四
郎
、
古
谷
作
治
氏
来
訪
懇
談
、
以
下
の
如
き
回

答
す

一
、
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
の
推
薦
あ
り
大
政
翼
賛
会
長
野
県
支
部

長
の
承
認
あ
る
場
合
は

成
り
行
き
に
委
か
す

二
、
有
志
各
位
の
御
支
援
を
被
る
場
合
は
運
動
一
切
を
御
委
任
申
上

ぐ当
方
と
し
て
は
何
等
の
手
兵
も
何
等
の
方
策
も
な
し

又
候
補
者
と
し
て
積
極
的
な
る
何
等
行
動
に
出
で
得
ざ
る
事
も
予
め

承
認
願
度
し

三
、
費
用
に
関
し
て
は
関
係
各
位
に
御
迷
惑
を
及
ぼ
さ
ゞ
る
方
途
を

講
じ
度
き
考
な
り

以
上
の
回
答
に
よ
り
一
同
満
足
の
意
を
表
せ
ら
る

尚　

非
公
式
乍
ら
古
谷
郷
道
氏
に
対
し
て
は
可
成
推
薦
の
事
な
き
様

又
努
め
て
無
理
を
避
け
ら
る
様
希
望
し
て
会
見
打
切
り

小
県
郡
協
力
会
議

県
連
合
事
務
所
、
午
後
一
時
三
十
五
分
発
会
式　

午
後
二
時
開
議

一
三
、
羽
田
武
邦
氏）

19
（
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我
歴
史
の
有
す
る
大
遵
義
が
発
展
し
て
大
東

亜
戦
争
と
な
る　

従
つ
て
戦
争
完
遂
の
根
本

は
此
大
遵
義
に
お
か
ざ
る
べ
か
ら
ず

然
る
に
経
済
統
制
の
目
的
に
設
け
ら
れ
た
る
施
設
の
幹
部
に
経
済
違

反
者
入
り
お
れ
り

之
等
は
仏
作
つ
て
魂
入
ら
ざ
る
な
り

大
遵
義
を
根
本
と
す
る
自
覚

九
、
池
内
憲
氏）

20
（

運
動
展
開
の
為
に
は
之
に
関
係
す
る
人
は
率
先
垂
範
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず同
時
に
政
治
家
に
も
大
に
自
覚
し
て
貰
ふ
事
肝
要
な
り

五
、
上
野
高
寛
氏）

21
（

推
薦
気
運
の
醸
成
に
つ
き
質
問

二
七
、
春
原
乙
馬）

22
（

翼
賛
選
挙
を
阻
害
す
る
は
情
実
因
縁
な
り

現
在
指
導
階
級
に
於
て
相
当
其
残
滓
存
在
す

依
て
之
が
一
掃
を
望
む

尚
選
挙
を
萎
縮
せ
し
む
る
怖
れ
あ
る
が
啓
蒙
運
動
と
選
挙
運
動
と
の

限
界
を
承
り
度
し

二
二
、
横
澤
角
太
郎）

23
（

翼
賛
選
挙
の
貫
徹
は
良
き
候
補
者
を
推
薦
し
て
貰
ひ
之
を
当
選
せ
し

む
る
事
に
帰
着
す

従
来
の
選
挙
に
於
て
は
仲
々
能

（
マ
マ
）き

人
を
選
ぶ
に
も
何
人
が
良
き
人
な

り
や
の
判
定
困
難
な
り

従
つ
て
偉
き
人
を
選
ぶ
に
は
偉
き
人
を
見（

マ

マ

）

立
つ
て
貰
ふ
事
は
良
い
こ

と
ゝ
思
ふ

推
薦
制
と
な
り
自
由
立
候
補
が
全
部
な
く
な
れ
ば
無
投
票
と
な
り
推

薦
と
同
時
に
当
選
す
と
な
り

国
民
の
投
票
権
は
無
効
と
な
る

平
時
に
て
は
之
に
て
は
収
ま
ら
ざ
る
べ
し

一
、
推
薦
母
体
に
は
民
選
の
人
も
加
へ
ら
れ
た
し

人
は
上
よ
り
見
る
事
と
下
よ
り
見
る
事
と
両
方
必
要
な
り

二
、
候
補
者
推
薦
に
就
て
は
（
近（

マ
マ
）く

人
は
良
く
わ
か
る
を
以
て
）
地

区
の
配
置
を
考
へ
ら
れ
度
し

三
、
口
の
人
よ
り
実
行
の
人
を
選
ば
れ
た
し

実
行
の
人
と
は
認
識
自
覚
の
あ
る
人
即
体
験
の
人
を
云
ふ

食
糧
問
題
に
困
つ
た
人
、
食
糧
を
生
産
す
る
人
等
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二
三
、
荒
木
□
□）

24
（

候
補
者
は
翼
賛
会
、
今
回
の
運
動
は
啓
蒙
運
動
に
限
る
や

四
五
、
小
出
万
允）

25
（

指（
マ
マ
）示

を
凝
集
し
て
其
一
票
を
誰
れ
に
入
れ
る
の
か

推
薦
候
補
者
に
投
票
せ
よ
と
云
ふ
の
か
判
く
知
り
た
し

四
四
、
倉
澤
善
一）

26
（

推
薦
候
補
者
に
投
票
せ
ざ
れ
ば
不
可
な
り
や
と

夫
れ
さ
へ
投
票
し
お
れ
ば
よ
い
と
云
ふ
様
な
話
あ
り

之
等
に
対
す
る
啓
蒙
は
如
何
に
す
べ
き
や

常
務
委
員
坂
口
譲
氏）

2（
（

以
上
の
質
問
は
極
め
て
啓
蒙
運
動
を
消
極
的
に
考
へ
ら
れ
た
る
結
果

な
り
と
信
ず

啓
蒙
運
動
は
積
極
的
に
適
材
を
当
選
せ
し
む
る
気
運
を
醸
成
す
る
に

あ
り

一
〇
、
松
山
源
三）

28
（

指
示
を
中
心
と
し
て
運
動
を
展
開
し
度
し

八
、
瀧
脇
平
八
郎）

29
（

熱
意
を
以
て
運
動
展
開
せ
ん
と
す

四
三
、
山
極
覚
氏）

30
（

最
後
の
当
選
、
不
当
選
迄
行
か
ざ
れ
ば
徹
底
せ
ず

推
薦
せ
ら
れ
た
る
人
が
落
選
す
る
場
合
は
協
議
会
も
翼
賛
会
も
責
任

を
感
ず

依
つ
て
選
挙
区
毎
に
協
議
し
度
し

顧
問　

金
子
行
徳
氏

翼
協
会
員
の
態
度
を
説
明

翼
賛
選
挙
貫
徹
の
決
議

午
後
三
時
五
十
分
閉
議

閉
会
式　

午
後
四
時
二
十
四
分
上
田
発
列
車
に
て
帰
宅

東
筑
芳
川
村

東
筑
燃
料
小
売
商
業
組
合
専
務
理
事

東
筑
商
工
業
組
合
連
合
会
常
務
理
事

太
田
不
二
夫）

31
（

浅
間
温
泉
三
澤
某
来
訪

吉
田
正
氏）

32
（

は
産
組
の
代
表
な
れ
ば
商
工
業
者
の
支
持
す
る
降
旗
徳
彌）

33
（

氏
を
推
薦
せ
ら
れ
度
し
と
の
申
出
あ
り
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Ⅲ
．
二
九
（
日
）

（
冒
頭
一
部
省
略
）

午
後
河
原
君）

34
（

宛
通
信

夕
食
後
北
村
甚
兵
衛
氏
来
訪

推
薦
せ
ら
れ
た
る
場
合
は
立
候
補
の
決
意
を
な
せ
る
旨
通
告
あ
り

依
て
自
分
は
目
下
一
部
よ
り
立
候
補
の
慫
慂
を
受
け
お
る
も
能
力
体

力
に
於
て
不
適
格
な
る
の
み
な
ら
ず
従
来
の
主
義
よ
り
し
て
有
権
者

に
頼
む
事
は
不
可
能
に
し
て
従
来
の
因
習
の
残
れ
る
有
権
者
に
対
し

不
向
な
れ
ば
極
力
辞
退
し
あ
り
願
は
く
は
推
薦
せ
ら
れ
ざ
る
様
配
慮

せ
ら
れ
度
し
と
述
ぶ

北
村
氏
曰
く
貴
下
は
推
薦
気
運
濃
く
小
坂
氏）

35
（

と
共
に
推
薦
し
度
き
考

な
り

松
本
氏）

36
（

は
如
何
と
云
ふ

依
て
相
当
強
固
な
り
と
考
ふ
旨
を
答
ふ

北
村
氏　

適
不
適
如
何
と

藤
井　

兎
角
の
評
は
あ
れ
ど
不
適
格
と
判
り
云
ふ
条
項
も
な
し

北
村
氏　

何
等
根
拠
は
な
け
れ
ど
嘗
て
自
殺
せ
る
英
人
ス
パ
イ
と
関

係
あ
り
と
の
噂
一
時
専
な
り
き

此
際
推
薦
を
除
外
せ
ば
之
を
裏
書
き
す
る
事
と
な
れ
ば
慎
重
を
要
す

要
す
る
に
藤
井
小
坂
と
自
分
と
云
ふ
事
に
希
望
を
継
げ
る
も
の
と
推

定
せ
り

此
希
望
に
対
し
て
自
分
の
回
答
に
て
大
体
を
察
し
た
る
も
の
と
認
む

兎
に
角
明
日
自
分
が
退
場
を
命
ぜ
ら
る
如
き
事
あ
ら
ば
其
間
推
薦
な

き
様
含
ま
れ
度
し
と
申
述
ぶ

他
区
の
情
況
を
話
し
合
ひ
別
か
る

Ⅲ
．
三
〇
（
月
）

朝
食
後
候
補
者
詮
衡
下
調
べ

午
前
十
時
事
ム
局
出
勤

翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
長
野
県
支
部

詮
衡
委
員
会

午
前
十
一
時
事
務
所
に
於
て
開
会

宮
城
遥
拝

国
歌
斉
唱

黙
祷

祈
願
文
奉
読　

清
く
正
し
き
直
く
赤
き
心

吾
等
の
覚
悟

一
、
和
衷
協
力　

秘
密
厳
守

二
、
向
神
不
恥　

履
正
不
畏



法学研究 98 巻 6 号（2025：6）

12

会
員
申
合
せ

吾
等
会
員
は
和
衷
協
力
此
重
任
に
当
る
を
銘
肝
し

其
の
候
補
者
詮
衡
に
関
し
委
員
の
述
べ
ら
れ
た
る
意
見
は
絶
対
の
秘

密
と
な
し

長
期
に
亘
り
何
人
に
も
之
を
洩
さ
ざ
る
事

原
則
論
に
よ
ら
ず
直
に
人
に
つ
き
詮
衡
せ
ら
れ
度
し

各
区
毎
の
打
合
は
せ
の
要
あ
り
や　

何
れ
も
之
を
要
望

各
区
毎
に
協
議
す
る
事
に
決
定

吉
川
氏　

原
則
論
に
よ
ら
ず
と
云
は
る
ゝ
が
定
員
数
と
す
る
か
場
合

に
よ
り
定
員
数
を
固
執
す
る
や

支
部
長　

可
成
定
員
数
に
よ
り
度
し
然
し
止
む
を
得
ざ
る
時
は
協
議

す中
澤
氏　

原
則
論
は
云
は
ず
と
云
ふ
も
詮
衡
上
人
に
就
て
の
原
則
に

つ
き
て
の
発
言
は
許
さ
れ
度
し

第
一
区
打
合
会

一
、
現
議
員
に
就
て

田
中
邦
治
氏）

3（
（

は
辞
意
発
表
に
つ
き
推
薦
せ
ず

丸
山
辨
三
郎
氏）

38
（

は
同
交
会
関
係
に
つ
き
推
薦
せ
ず

松
本
氏
に
つ
き
考
慮

二
、
一
般
の
推
薦
事
情
に
よ
る
人
に
つ
き
詮
衡
（
立
候
補
意
志
申
出

で
た
る
者
に
つ
い
て
は
後
廻
し
）

藤
井
、
北
村
、
小
坂
に
つ
き

関
係　

藤
井
、
北
村
退
席

午
後
零
時
二
十
五
分
総
会
開
議

第
一
区
に
つ
き
藤
井
、
北
村
退
席

一
応
の
意
見
発
表
さ
れ
た
る
由
宮
澤
氏
よ
り
話
あ
り

支
部
長
各
区
の
意
見
発
表
を
聞
き

後
全
体
と
し
て
の
意
見
の
交
換
を
な
す
事
に
進
行
し
来
れ
る
旨
通
告

あ
り

第
二
区　

午
後
一
時
二
十
分
開
始
此
時

北
村
氏
と
臨
席

宮
下
氏
退
席
を
求
め
ら
る

金
子
、
宮
下
氏
と
現
在
の
三
名
を
其
侭
推
薦
す
る
よ
り
仕
方
な
し

但
し
壮
年
団
の
意
向
を
考
へ
ら
れ
た
し

中
澤
氏　

宮
下
氏
を
加
へ
て
推
薦
せ
ら
れ
度
し

金
子
氏　

宮
下
氏
は
組
織
部
長
と
し
て
活
動
し
て
貰
ふ
事
が
よ
り
以

上
必
要
な
り

又
い
た
く
な
い
腹
を
さ
ぐ
ら
れ
ざ
る
事
と
す

二
木
氏

宮
下
氏
の
出
で
ざ
る
方
可
な
り

中
澤
氏
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此
際
宮
下
氏
を
推
さ
れ
度
し
今
日
の
壮
年
層
を
育
て
上
げ
た
其
人
を

推
さ
ざ
れ
ば
壮
年
層
は
承
服
せ
ず

佐
藤
氏
、
青
柳
氏
推
薦
に
賛
成

宮
澤
氏　

宮
下
氏
は
出
て
ざ
る
を
希
望
す

尚
現
在
の
三
者
を
必
ず
し
も
推
薦
す
る
要
あ
り
や
検
討
の
要
あ
り

丸
山
氏　

今
後
の
育
て
上
げ
の
為
宮
下
氏
は
此
選
挙
の
圏
外
に
立
ち

進
ま
れ
度
し
補
充
隊
の
隊
長
た
ら
し
め
た
し

吉
川
氏　

宮
澤
氏
の
意
見
に
同
意

中
澤
氏　

小
山
邦
太
郎
氏）

39
（

は
中
央
に
於
て
は
無
難
な
る
も

あ
ま
り
に
大
衆
的
に
し
て
壮
年
層
の
心
は
は
な
る

小
山
亮
氏）

40
（

は
嘗
て
は
赤
化
運
動
を
な
す
と
解
さ
れ

最
近
大
に
反
省
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
も
元
の
農
村
更
生
連
盟
の
面
々

を
集
め
猶
興
会
な
る
も
の
を
組
織
し
つ
ゝ
あ
り

羽
田
氏）

41
（

に
至
つ
て
は
選
挙
地
盤
を
固
む
る
に
糾（

マ
マ
）々

た
り　

壮
年
層
は

離
れ
つ
つ
あ
り

古
谷
氏　

宮
下
氏
を
適
格
者
と
認
む
る
も
翼
賛
会
組
織
部
長
と
し
て

の
立
場
が
大
切
な
る
や

何
れ
が
大
切
な
り
や
自
ら
如
何
に
考
へ
ら
る
や
本
人
の
意
向
を
考
へ

ら
れ
た
し

佐
藤
氏　

宮
下
氏
の
適
格
な
り
や
に
就
い
て
は
異
議
な
し

又
会
員
中
よ
り
何
程
迄
の
人
数
を
挙
ぐ
る
や
最
後
に
意
見
を
述
ぶ

出
度
く
な
い
と
云
ふ
人
を
出
す
の
が
使
命
な
り
誤
解
を
解
く
べ
き
な

り宮
下
氏
の
結
集
力
を
表
は
す
事
は
運
動
の
為
に
必
要
な
り

伊
東
氏　

当
面
の
選
挙
を
如
何
に
す
る
か
を
目
標
と
す
依
て
四
区
全

体
の
指
揮
に
当
ら
れ
た
し

中
澤
氏　

夫
れ
に
は
倉
島
支
部
長
あ
り

青
柳
氏　

適
格
者
な
ら
ば
驥
足
を
延
ば
さ
し
め
た
し

金
子
氏　

母
体
の
人
気
を
考
へ
よ

藤
井

宮
下
氏
の
適
格
は
一
般
に
認
む
る
所　

要
は
懸
念
せ
ら
る
ゝ
は
翼
賛

運
動
の
進
展
に
及
ぼ
す
影
響
な
り

只
今
迄
は
組
織
部
長
と
し
て
継
続
す
る
事
の
み
に
考
へ
ら
れ
お
る
も

適
格
者
な
る
上
は
推
薦
せ
ざ
る
場
合
一
翼
た
る
壮
年
層
が
非
推
薦
の

宮
下
氏
を
支
援
す
る
事
も
相
当
翼
賛
運
動
に
影
響
す

依
て
推
薦
を
可
と
す

北
村
氏　

三
者
の
内
誰
を
落
す
や

中
澤
氏　

羽
田
氏
が
一
番
不
適
格
条
項
多
し

金
子
氏　

種
々
羽
田
氏
の
適
格
を
述
ぶ

増
田
氏　

宮
下
氏
の
心
境
を
聞
き
度
し

郷
道
氏　

決
定
し
難
し

藤
井　
　

現
在
の
三
名
を
如
何
に
す
る
や
と
云
ふ
が
問
題
と
な
る
な
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ら
ば
特
別
の
場
合
を
考
慮
に
入
れ
て
は
如
何

丸
山
氏　

特
別
の
場
合
を
考
ふ
る
事
は
留
保
し
て
第
三
区
に
移
り
度

し支
部
長　

二
区
を
継
続
し
度
し

宮
澤
氏　

最
適
任
者
を
出
す
（
当
選
せ
し
む
る
）
此
大
任
を
継
続
せ

ら
れ
度
し
、
此
意
味
に
て
と
つ
て

お
き
た
し

青
柳
氏　

最
適
任
者
な
る
故
に
出
し
た
し

古
谷
氏　

一
応
推
薦
し
本
人
の
意
志
を
聞
い
て
採
否
を
決
定
し
度
し

支
部
長　

推
薦
を
決
定
す
る
事
は
出
来
な
し

北
村
氏　

翼
賛
運
動
の
発
展
過
程
に
於
て
重
要
位
置
な
る
を
考
ふ
れ

ば
組
織
部
長
と
し
て
留
ま
れ
た
し

木
下
氏　

宮
下
氏
は
組
織
部
長
と
し
て
止
る
意
志
な
り
や
代
議
士
と

し
て
努
む
る
意
志
な
り
や
聞
き
度
し

中
澤
氏　

一
長
野
県
で
独
占
せ
ん
と
せ
ず

地
方
で
う
ま
く
行
か
ざ
る
事
は
中
央
よ
り
直
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず

依
て
国
家
本
位
に
て
進
み
た
き
念
願
な
り

午
後
二
時
五
十
分
休
憩

午
後
三
時
二
十
三
分
再
開

支
部
長

宮
下
氏
の
心
境
発
表

宮
下
氏
は
現
在
困
つ
て
お
る
即
壮
年
団
は
非
常
に
進
み
お
り

立
候
補
を
諾
さ
ゞ
る
場
合
は
今
後
云
ふ
事
を
聞
か
ず
と
攻
め
ら
れ

つ
ゝ
あ
り
と

依
つ
て
現
在
の
三
名
に
つ
き
検
討
す

小
山
邦
太
郎
氏

推
薦
に
賛
成　

佐
藤
、
古
谷
、
丸
山
、
金
子
、

中
澤
氏
不
賛
成
に
非
る
も
現
在
の
態
度
を
変
改
せ
ら
れ
ん
事
を
希
む

小
山
亮
氏

吉
川
氏　

不
賛
成
を
問
は
れ
た
ら
ば
如
何

木
下
氏　

大
な
る
賛
成
な
り

中
澤
氏　

壮
年
層
を
背（

マ

マ

）

負
ふ
つ
て
行
く
べ
き
人
な
り

農
村
更
生
連
盟
時
代
の
面
々
を
糾
合
し
て
団
体
を
作
る
行
動
は
止
め

ら
れ
る
事
を
希
望
し
て
賛
成

羽
田
武
嗣
郎
氏

不
賛
成
、
木
下
、
古
谷
、
佐
藤

金
子
氏　

不
賛
成
の
理
由
如
何

木
下
氏　

諏
訪
の
講
演
会
に
於
て
自
己
宣
伝
の
み
を
な
す　

斯
か
る

自
己
宣
伝
を
な
す
も
の
は
不
可

中
澤
氏　

塩
野
氏）

42
（

の
件
に
関
し
事
実
の
有
無
を
北
村
氏
に
訊

（
マ
マ
）す

北
村
氏　

事
実
な
り

然
ら
ば
旧
政
党
の
地
盤
を
考
へ
お
る
如
き
行
動
は
不
可
な
り
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支
部
長　

と
が
□

（「
む
」か
？
）べ

き
程
度
は
自
分
は
判
ら
ず

中
澤
氏　

此
問
題
に
関
し
自
分
の
敏
感
な
る
は
外
に
も
種
々
あ
る
を

以
て
な
り

即
県
会
の
選
挙
に
於
て
小
山
甚
三
郎）

43
（

、
塩
川
清
兵
衛）

44
（

両
人
に
対
し
結

構
な
り
と
云
ふ
意
味
を
両
方
へ
通
じ
お
れ
り

支
部
長

此
区
に
特
別
の
場
合
を
採
用
す
る
や
否
や

宮
澤
氏

第
一
区
の
場
合
の
如
く
一
応
三
名
を
推
薦
す
る
事
に
し
特
別
の
場
合

適
用
は
後
に
し
度
し

結
論

小
山
（
邦
）
大
な
る
反
対
な
し
賛
成
者
あ
り

小
山
（
亮
）
〃

羽
田　

不
賛
成
の
強
い
意
志
を
表
明
せ
る
も
の
四
名
あ
り

宮
下
氏　

適
格
な
る
も
推
薦
、
非
推
薦
略
々
半
ば
す

第
三
区

宮
下
氏
復
席

吉
川
氏
退
席
に
先
立
ち
一
応
意
見
表
明

羽
生
三
七）

45
（

　

嘗
て
は
社
会
運
動
を
行
つ
た
人
な
る
も
之
を
清
算
し

翼
賛
会
の
発
生
当
時
外
郭
運
動
に
携
り
た
り

選
挙
の
問
題
の
始
ま
る
前
羽
生
氏
に
奮
起
を
希
望
せ
り
仝
氏
も
立
候

補
を
決
意
し
お
れ
り

冨
田
氏）

46
（

に
も
奮
起
慫
慂
方
を
依
頼
せ
り

壮
年
団
に
於
て
は
羽
生
氏
は
全
面
的
に
支
援
出
来
ず

中
原
氏）

4（
（

、
並
に
自
分
に
と
慫
慂
せ
ら
れ
た
る
も
自
分
は
辞
退
を
申
出

で
お
き
た
り

自
分
と
羽
生
氏
の
関
係
を
考
慮
せ
ら
れ
た
し

中
原
氏　

全
員
賛
成

他
に
現
代
議
士
の
推
す
べ
き
も
の
な
し

木
下
信）

48
（

小
平
権
一）

49
（

吉
川
亮
夫

熊
谷
直
利）

50
（

一
名
過
剰

佐
藤
氏　

熊
谷
氏
に
賛
成　

木
下
、
小
平
両
氏
は
知
ら
ず

伊
藤
氏

小
平
氏
に
つ
き
説
明　

満
州
国
参
議

年
齢
五
八
、
実
行
力
に
冨
む

青
柳
氏　

木
下
氏
に
つ
き
説
明

南
洋
事
情
に
詳
し
一
回
当
選
一
回
落
選
（
民
政
系
の
支
持
に
よ
る
）

遠
慮
し
て
貰
ふ
人
を
落
す
為
に
は
是
非
此
人
を
推
し
度
し
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宮
澤
氏　

小
平
、
木
下
、
吉
川
氏
三
氏
に
は
賛
成

青
柳
氏

熊
谷
氏
は
人
物
は
立
派
な
る
も
郡
内
の
人
に
余
り
知
ら
れ
ず

遠
慮
し
て
貰
ひ
度
き
人
が
浮
び
上
る
事
と
な
れ
ば
此
人
は
推
し
度
く

な
し

木
下
（
丈
）
氏

前
回
の
選
挙
に
違
反
を
多
く
出
す
本
人
に
は
曇
り
な
き
事
も
考
ふ
べ

き
な
り

木
下
信
は
仏
印
に
於
て
活
躍
中
な
り
之
を
国
内
へ
引
き
戻
す
要
あ
り

や
否
や

砂
田
氏）

51
（

の
如
き
は
代
議
士
を
辞
し
て
第
一
線
に
活
動
し
お
れ
る
人

考
へ
合
は
す
べ
し

上
伊
那
に
於
て
壮
年
の
政
治
意
欲
を
昂
揚
す
る
所
以
な
り

尚
吉
川
氏
と
羽
生
氏
と
の
関
係
は
私
情
な
り

佐
藤
氏

出
し
て
な
ら
ん
者
を
出
さ
ゞ
る
様
す
る
為
に
は
地
盤
を
た
ゝ
き
破
る

必
要
あ
り
、

多
く
推
薦
す
る
よ
り
此
点
を
考
へ
ら
れ
た
し

伊
藤
氏

中
原
、
小
平
、
木
下
、
吉
川
氏
と
決
定
さ
れ
度
し

宮
下
、
青
柳
、
其
他
賛
成

第
四
区

現
代
議
士
中
推
薦
す
べ
き
も
の
な
し

新
人
に
付
て
二
木
氏
発
言

小
野
祐
之）

52
（

小
野
秀
一）

53
（

吉
田
正

増
田
氏

池
上
隆
祐
君）

54
（

を
推
薦
し
度
し

法
学
士
農
学
士
壮
年
団
運
動
を
行
ひ
支
那
方
面
を
視
察
し
新
人
な
り

佐
藤
氏

恰
度
三
区
に
於
け
る
熊
谷
氏
の
場
合
と
同
様

植
原）

55
（

を
遠
慮
せ
し
め
ん
と
す

植
原
は
翼
賛
会
を
向
ふ
に
廻
し
戦
は
ん
と
と
広
言
し
つ
ゝ
あ
り

植
原
に
真
向
か
ら
打
突
か
ら
し
む
為
に
は
小
野
秀
一
氏
を
必
要
と
す

此
為
に
は
池
上
氏
は
遠
慮
せ
ら
れ
度
し

吉
田
正　

四
七
才　

北
安
青
年
団
長
を
な
し
た
事
あ
り
東
亜
同
文
書

院
卒
業

産
組
関
係
云
々
を
云
ふ
も
の
あ
れ
ど
物
価
構
成
な
ぞ
の
重
要
な
る

post

に
あ
り
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増
田
氏

出
し
度
く
な
い
人
を
落
す
事
も
考
ふ
べ
き
な
る
も
人
物
を
考
へ
ず
ば

詮
衡
は
問
題
と
な
ら
ず

小
野
秀
一
氏
は
過
去
の
経
歴
よ
り
考
へ
新
人
と
は
云
ひ
難
し

又
植
原
氏
を
落
す
為
と
云
ふ
観
点
よ
り
し
て
西
筑
摩
に
小
野
秀
一
氏
、

東
筑
摩
の
端
に
小
野
祐
之
氏

北
に
吉
田
正
氏
と
し
て
地
盤
関
係
よ
り
し
て
中
心
の
松
本
を
考
へ
ざ

る
べ
か
ら
ず

人
物
の
本
質
を
考
へ
ず
落
す
事
の
み
を
考
へ
新
人
た
ら
ざ
る
者
を
推

す
は
不
可

丸
山
氏

植
原
は
ど
う
し
て
も
落
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
此
人
一
人
を
出
す
事
は
非

常
に
影
響
す

小
野
秀
一
氏
は
推
薦
非
推
薦
に
拘
は
ら
ず
立
候
補
す　

然
る
上
は

益
々
植
原
を
有
利
と
す
る
事
と
な
る　

此
意
味
よ
り
棚
橋
、
池
上
よ

り
落
つ
る
と
す
る
も
小
野
秀
一
氏
を
出
し
度
し

宮
下
氏

人
物
の
み
に
つ
き
云
ふ
時
は
人
は
見
方
に
よ
り
色
々
と
な
る

自
分
は
然
様
に
落
つ
る
も
の
と
は
考
へ
ず

政
党
の
地
盤
を
維
持
せ
ん
と
す
る
考
を
有
せ
ず
と
判
断
す

現
在
上
げ
ら
れ
た
る
三
名
に
て
植
原
を
落
し
得
る
や
否
や
疑
問
な
り

弱
い
と
云
ふ
話
も
あ
り

詮
衡
に
つ
き
此
点
考
慮
す
べ
き
な
り

佐
藤
氏

池
上
氏
は
最
近
浮
き
上
が
れ
る
人
に
し
て
壮
年
団
連
絡
会
議
を
開
く

も
更
に
声
な
し

新
人
な
る
も
次
の
機
会
を
待
つ
べ
き
な
り
植
原
を
落
す
為
に
は
小
野

秀
一
は
総
大
将
な
り

増
田
氏

栗
原
氏）

56
（

の
話
が
出
た
る
為
池
上
氏
の
声
は
遅
く
出
た
も
の
な
り

現
在
に
て
は
松
本
、
東
筑
壮
年
団
支
持
し
あ
り

佐
藤
氏

連
絡
会
議
に
於
て
池
上
氏
は
一
応
は
名
を
出
す
が
場
合
に
よ
り
て
は

任
か
す
と
云
ふ

宮
下
氏

最
後
の
情
報
は
壮
年
団
は
小
野
祐
之
池
上
隆
祐
、
降
旗
徳
弥
三
人
の

内
よ
り
選
ば
れ
度
し

理
由
は
小
野
祐
之
氏
は
弱
し

増
田
氏

松
本
に
て
は
降
旗
氏
は
問
題
に
せ
ず

木
下
氏

小
野
秀
一
氏
は
壮
年
団
を
盛
り
立
つ
事
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翼
賛
運
動
に
も
努
力
し
つ
ゝ
あ
り
し
も
之
は
運
動
の
為
の
運
動
に
し

て
賛
成
出
来
ず

但
し
植
原
を
落
す
為
な
ら
ば
皆
と
共
に
研
究
す

佐
藤
氏

植
原
陣
営
よ
り
自
分
に
対
し
戦
ふ
な
ら
ば
正
々
堂
々
と
栗
原
を
た
つ

べ
し
と
云
ふ
は

如
何
に
小
野
秀
一
氏
を
怖
れ
お
る
か
を
証
す
る
も
の
な
り

此
際
純
理
論
に
よ
り
政
治
力
の
結
集
力
な
き
も
の
を
出
す
よ
り
は

個
人
的
に
多
少
の
欠
点
を
有
す
る
も
小
野
氏
を
推
す
べ
き
な
り

今
日
迄
池
上
氏
を
以
て
必
ず
や
り
ぬ
く
と
云
ふ
決
意
を
示
せ
る
も
の

な
し

増
田
氏

松
本
の
状
況
を
良
く
視
ら
れ
度
し
池
上
氏
は
壮
年
団
丈
け
に
非
ず

一
般
市
民
は
市
よ
り
誰
か
出
さ
ん
と
困
る
と
云
ふ
考
多
し

百
瀬
氏
の
点
は
誰
れ
が
貰
ふ
や
と
云
ふ
事
を
考
ふ
る
時
池
上
氏
に
よ

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず

松
本
市
よ
り
出
さ
ざ
れ
ば
草
刈
場
と
な
り
植
原
に
喰
は
る
怖
れ
あ
り

二
木
氏

此
際
力
の
強
き
小
野
秀
一
氏
を
採
ら
れ
度
し

増
田
氏

松
本
の
点
を
採
る
に
は
小
野
秀
氏
に
て
は
不
可

質
的
に
不
充
分
な
ら
ざ
る
小
野
氏
を
立
て
且
つ
植
原
に
勝
た
し
め
た

な
ら
ば
二
つ
の
失
敗
と
な
る

中
澤
氏

池
上
氏
に
は
白
面
の
人
に
し
て
才
走
つ
て
お
る
の
批
評
あ
り　

之
は

今
推
す
べ
き
に
非
ず

之
を
立
て
れ
ば
小
野
祐
、
池
上
共
に
落
つ
る
怖
あ
り

支
部
長

小
野
秀
一
に
対
し
て
は
如
何

木
下
、
丸
山　

質
と
し
て
は
賛
成
に
非
る
も
植
原
打
破
の
為
に
は
推

す
事
も
可

北
村
氏

植
原
氏
を
打
つ
に
は
従
来
よ
り
之
れ
を
目
標
と
せ
る
小
野
秀
一
氏
を

推
し

更
に
松
本
の
点
の
処
置
を
考
ふ
べ
き
な
り

古
谷
氏

小
野
氏
を
推
薦
せ
ず
自
由
立
候
補
せ
ざ
る
や
疑
問
な
れ
ば
弱
し

且
つ
推
さ
ざ
れ
ば
非
常
に
弱
き
も
の
と
な
る

支
部
長

作
戦
に
入
る
作
戦
は
良
き
案
に
て
も
実
行
が
甘
く
行
か
ざ
れ
ば
負
け
、

ま
ず
き
案
に
て
も
実
行
が
良
け
れ
ば
勝
つ
、
統
裁
に
任
か
す
や
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増
田
氏

特
別
の
場
合
に
組
み
入
れ
た
し

支
部
長　

特
別
の
場
合
を
適
用
す
る
に
至
ら
ず
と
考
ふ

支
部
長

統
裁
に
任
か
す
や

一
同
異
議
な
し

支
部
長

増
田
氏
此
際
譲
歩
さ
れ
善
戦
せ
ら
れ
度
し

休
憩

午
後
六
時
四
十
五
分
再
開

再
び
休
み
一
、
二
区
詮
衡
の
為
北
村
、
藤
井
、
宮
下
退
場

午
後
九
時
三
十
五
分　

北
村
、
藤
井
出
席

木
下
氏　

金
子
氏
は
羽
田
氏
の
事
の
み
を
云
ひ
お
ら
れ
る
に
非
ず
や

他
の
人
の
事
は
云
は
れ
ざ
れ
ば

金
子
氏　

羽
田
は
不
可
と
云
は
れ
た
る
に
よ
り
羽
田
氏
に
つ
き
云
ひ

た
る
も
他
の
人
も
棚
卸
し
す
れ
ば
夫
々
云
ふ
べ
き
事
あ
り

木
下
氏

総
意
と
な
れ
ば
宮
下
氏
は
組
織
部
長
を
続
く
る
も
止
む
を
得
な
し
而

し
て
羽
田
氏
は
落
し
度
し

中
澤
氏　

錬
成
部
に
信
用
な
く
地
方
の
壮
年
層
に
も
信
用
な
し
名
古

屋
の
壮
年
団
の
会
議
に
於
て
も
然
り

故
に
之
は
推
薦
し
度
く
な
し

金
子
氏　

自
分
は
中
央
に
評
判
悪
く
な
し

中
澤
氏　

中
央
に
も
種
々
あ
る
も
自
分
等
の
直
系
に
て
は
信
用
な
し

木
下
氏　

諸
君
が
真
に
純
な
る
心
持
を
以
て
宮
下
氏
を
推
さ
ゞ
る
方

良
し
と
云
ふ
な
ら
ば
支
部
長
統
裁
に
委
か
す

古
谷
氏　

統
裁
は
先
づ
宮
下
氏
の
分
と
羽
田
氏
の
分
と
別
け
て
統
裁

さ
れ
度
し

支
部
長

宮
下
氏
の
分
統
裁
す
其
上
は
之
れ
に
服
さ
れ
度
し

宮
下
氏
に
は
続
い
て
組
織
部
長
を
や
つ
て
貰
ふ
事
と
し
推
薦
せ
ず

支
部
長

残
り
三
人
に
つ
き
如
何
に
す
る
や

統
裁
に
委
か
す
や　

吉
川
、
北
村
異
議
な
し

現
在
の
三
名
を
推
薦
す

宮
下
氏
復
席

第
二
区
統
裁
の
結
果
を
悲
壮
な
る
口
調
を
以
て
宮
下
氏
に
宣
告
す

（
自
分
に
は
極
め
て
不
利
な
る
事
な
る
も
忍
ん
で
統
裁
す
）

適
任
な
る
事
は
全
員
異
論
な
き
も
多
く
の
適
任
代
議
士
を
出
す
事
に

努
力
を
払
は
れ
度
し

吉
川
、
藤
井
両
人
は
辞
表
を
出
さ
れ
度
し
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自
分
は
神
社
に
参
拝
の
上
に
統
裁
を
発
表
す
る
筈
な
る
も
事
重
大
な

れ
ば
事
前
に
発
表
し
て
諒
解
を
求
め
た
り

従
つ
て
神
社
参
拝
後
の
会
合
に
は
吉
川
、
藤
井
は
列
席
せ
し
め
ず

即
最
後
の
協
議
に
は
預
か
ら
ざ
る
も
の
と
す

参
拝　

支
部
長
、
幹
事
、
次
年
長
二
木
氏

年
少　

中
澤
氏
を
指
名

中
澤
氏
辞
退　

依
つ
て
代
り
に
古
谷
氏
を
指
名
す
、

郷
道
氏
、
古
谷
氏
本
日
の
内
容
は
洩（

マ
マ
）

れ
ば
非
常
な
る
波
紋
を
起
す
故

に
注
意
し
度
し

中
澤
氏　

此
経
緯
に
つ
き
て
は
断
然
漏
さ
ず

吉
川
、
藤
井
は
脱
退
の
手
続
き
を
採
る

但
し
外
部
へ
は
発
表
せ
ず
両
人
の
胸
に
秘
め
お
く
も
の
と
す

従
つ
て
今
晩
も
別
席
に
控
ふ
る
形
を
採
る

会
議
終
了
午
後
十
時
三
十
四
分

（
1
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
奥
健
太
郎
「
第
九
章　

翼
賛
選
挙
と
翼

賛
政
治
体
制
協
議
会
―
―
そ
の
組
織
と
活
動
」（
寺
崎
修
・
玉
井
清

編
『
戦
前
日
本
の
政
治
と
市
民
意
識
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

翼
賛
選
挙
に
お
け
る
旧
既
成
政
党
の
政
治
的
な
根
強
さ
に
つ
い

て
は
、
官
田
光
史
『
戦
時
期
日
本
の
翼
賛
政
治
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
六
年
）
の
「「
翼
賛
政
治
」
体
制
の
形
成
と
政
党
人
―
―
山

崎
辰
之
輔
の
場
合
」
や
、
中
村
勝
範
「
翼
賛
選
挙
と
旧
政
党
人
」

（
大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
編
『
大
麻
唯
男
・
論
文
編
』（
櫻
田
会
、
一

九
九
六
年
）、
玉
井
清
「
東
条
内
閣
の
一
考
察
―
―
大
麻
唯
男
を
中

心
に
」（
同
前
所
収
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

詳
細
不
明
。

（
4
）　

帝
国
在
郷
軍
人
会
上
高
井
郡
連
合
分
会
長
、
帝
国
在
郷
軍
人
会

本
部
審
議
員
な
ど
を
務
め
、
信
州
郷
軍
同
志
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。

（
5
）　

在
郷
軍
人
会
延
徳
村
分
会
長
歩
兵
少
尉
。

（
6
）　

地
域
の
在
郷
軍
人
会
で
要
職
を
務
め
、
翼
賛
選
挙
で
藤
井
伊
右

衛
門
陣
営
の
事
務
長
を
務
め
た
。

（
（
）　

恐
ら
く
市
川
廣
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
市
川
は
信
州
郷
軍
同
志

会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
り
、
大
政
翼
賛
会
長
野
県
支
部
員
も
務

め
た
。

（
8
）　

平
松
は
、
藤
井
伊
右
衛
門
の
翼
賛
選
挙
を
支
援
し
た
平
松
幸
五

（
伍
）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
平
松
幸
五
（
伍
）
は
小
布
施
町

の
産
業
組
合
青
年
連
盟
の
理
事
を
務
め
た
経
緯
を
持
ち
、
翼
賛
壮
年

団
上
高
井
郡
副
団
長
を
務
め
た
。

（
9
）　

戦
後
杭
瀬
下
村
村
長
な
ど
を
務
め
る
。

（
10
）　

詳
細
不
明
。

（
11
）　

地
域
の
在
郷
軍
人
会
の
要
職
を
歴
任
し
な
が
ら
、
坂
城
産
業
組

合
長
も
務
め
た
経
歴
を
持
つ
。

（
12
）　

戦
後
に
東
条
村
村
長
な
ど
を
務
め
た
。
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（
13
）　

詳
細
不
明
。

（
14
）　

詳
細
不
明
。

（
15
）　

詳
細
不
明
。

（
16
）　

こ
こ
で
訪
ね
て
来
て
い
る
の
は
郷
道
四
郎
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

「
郷
道
」
姓
で
藤
井
を
援
助
し
て
い
た
者
に
郷
道
賢
郎
が
い
る
。
郷

道
賢
郎
は
一
九
四
〇
年
の
長
野
県
翼
賛
青
壮
年
団
結
成
準
備
委
員
に

下
高
井
郡
代
表
と
し
て
出
席
、
翼
賛
選
挙
で
は
藤
井
を
支
え
た
。

（
1（
）　

太
田
洋
一
郎
を
指
し
て
い
る
。
長
野
連
隊
区
司
令
部
員
、
陸
軍

大
尉
。

（
18
）　

立
憲
政
友
会
（
以
後
「
政
友
会
」
と
略
す
）
に
所
属
し
た
議
員

で
、
一
九
三
六
年
で
は
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
、
翼
賛
選
挙
で
は

非
推
薦
議
員
と
し
て
長
野
第
一
区
か
ら
出
馬
す
る
も
落
選
。

（
19
）　

小
学
校
教
員
な
ど
を
務
め
る
。
白
樺
派
と
目
さ
れ
た
。

（
20
）　

詳
細
不
明
。

（
21
）　

良
泉
寺
の
住
職
な
ど
を
務
め
る
。

（
22
）　

詳
細
不
明
。

（
23
）　

村
会
議
員
、
廣
山
寺
総
代
な
ど
を
務
め
る
。

（
24
）　

詳
細
不
明
。

（
25
）　

長
野
県
連
合
青
年
団
の
副
幹
事
長
、
尋
常
小
学
校
教
員
な
ど
を

務
め
る
。

（
26
）　

詳
細
不
明
。

（
2（
）　

坂
口
は
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
も
長
野
県
青
壮
年
組
織
結
成
準

備
委
員
に
役
員
と
し
て
名
を
連
ね
、
翼
賛
壮
年
団
小
県
郡
団
長
も
務

め
て
い
る
。

（
28
）　

詳
細
不
明
。

（
29
）　

詳
細
不
明
。

（
30
）　

詳
細
不
明
。

（
31
）　

日
記
の
記
述
通
り
、
東
筑
燃
料
小
売
商
業
組
合
の
関
係
者
。

（
32
）　

翼
賛
選
挙
で
は
第
四
区
か
ら
推
薦
候
補
と
し
て
出
馬
し
、
一
位

当
選
を
果
た
す
。
戦
後
は
日
本
社
会
党
（
右
派
）
と
し
て
衆
議
院
議

員
を
務
め
、
協
同
乳
業
を
設
立
。

（
33
）　

降
旗
は
立
憲
民
政
党
（
以
後
「
民
政
党
」
と
略
す
）
に
所
属
し

た
政
治
家
。
一
九
三
九
年
の
長
野
県
議
会
議
員
選
挙
で
同
党
か
ら
立

候
補
し
落
選
す
る
が
、
戦
後
は
自
由
党
な
ど
か
ら
出
馬
し
活
躍
し
た
。

（
34
）　

河
原
信
三
を
指
し
て
い
る
。
信
州
郷
軍
同
志
会
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
、
大
政
翼
賛
会
長
野
県
支
部
常
務
委
員
、
長
野
県
翼
賛
壮
年
団
副

団
長
を
も
務
め
た
。

（
35
）　

小
坂
武
雄
を
指
し
て
い
る
。
小
坂
は
こ
の
時
点
で
信
濃
毎
日
新

聞
社
常
務
で
あ
り
、
翼
賛
選
挙
で
藤
井
と
同
様
に
長
野
県
第
一
区
か

ら
推
薦
候
補
と
し
て
初
出
馬
、
三
位
当
選
を
果
た
す
。

（
36
）　

松
本
忠
雄
を
指
し
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
長
野
第
一
区

を
基
盤
に
す
る
民
政
党
所
属
の
政
治
家
と
し
て
強
さ
を
誇
り
、
一
九

三
〇
年
代
以
降
は
三
六
年
、
三
七
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
、
四
二
年

の
翼
賛
選
挙
で
も
一
位
当
選
を
果
た
し
て
い
る
。

（
3（
）　

民
政
党
に
所
属
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
長
野
県
の
第
一
区
を
基

盤
と
し
た
。
一
九
三
六
年
、
三
七
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
を
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果
た
し
て
い
た
が
、
翼
賛
選
挙
に
は
出
馬
せ
ず
引
退
の
意
向
を
示
し

た
。

（
38
）　

一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三
四
年
ま
で
三
期
に
わ
た
り
長
野
市
長

を
務
め
る
一
方
、
政
友
会
に
所
属
し
た
政
治
家
で
も
あ
り
、
一
九
三

七
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
て
い
る
。
大
政
翼
賛
会

成
立
前
後
は
、
鳩
山
一
郎
が
組
織
し
た
同
交
会
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

（
39
）　

民
政
党
に
所
属
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
翼
賛
選
挙
で
は
第
二
区

か
ら
推
薦
候
補
と
し
て
出
馬
し
二
位
当
選
を
果
た
し
て
い
る
。

（
40
）　

当
初
は
社
会
民
衆
党
に
所
属
し
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
半

ば
以
降
、
藤
井
も
属
し
て
い
た
信
州
郷
軍
同
志
会
に
近
い
存
在
に
な

り
、
翼
賛
選
挙
で
は
第
二
区
か
ら
推
薦
候
補
と
し
て
一
位
当
選
、
一

九
四
五
年
に
成
立
す
る
護
国
同
志
会
に
も
所
属
し
た
。

（
41
）　

羽
田
武
嗣
郎
を
指
し
て
い
る
。
政
友
会
に
所
属
し
た
政
治
家
で

あ
り
、
翼
賛
選
挙
で
は
第
二
区
か
ら
推
薦
候
補
と
し
て
出
馬
し
、
三

位
当
選
を
果
た
し
て
い
る
。

（
42
）　

第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
で
法
相
を
務
め
た
塩
野
季
彦
を
指
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
塩
野
は
翼
賛
選
挙
で
か
つ
て
の
政
友
会
勢
力
の

一
部
が
担
ぎ
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
43
）　

も
と
も
と
は
政
友
会
系
の
青
年
団
に
属
し
て
お
り
、
一
九
三
九

年
の
長
野
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
中
立
候
補
と
し
て
北
佐
久
郡
か
ら

出
馬
し
当
選
を
果
た
す
。

（
44
）　

社
会
民
衆
党
に
所
属
し
て
い
た
政
治
家
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三

〇
年
代
以
降
、
小
山
亮
と
と
も
に
行
動
を
終
始
し
、
藤
井
も
属
し
て

い
た
信
州
郷
軍
同
志
会
と
も
近
い
存
在
に
な
っ
て
い
く
。

（
45
）　

全
国
労
農
大
衆
党
、
社
会
大
衆
党
に
属
し
た
経
歴
を
持
ち
、
一

九
三
〇
年
代
後
半
以
降
、
新
体
制
運
動
が
活
発
化
し
て
く
る
な
か
で

国
民
運
動
研
究
会
を
組
織
、
戦
後
は
日
本
社
会
党
（
左
派
）
に
属
し

た
。

（
46
）　

富
田
健
治
か
。
富
田
は
長
野
県
知
事
を
務
め
た
の
ち
、
第
二
次
、

第
三
次
近
衛
内
閣
書
記
官
長
と
な
る
。

（
4（
）　

中
原
謹
司
を
指
す
。
藤
井
と
同
様
に
信
州
郷
軍
同
志
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、
同
会
の
実
質
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
目
さ
れ
た
。
一
九
三

六
年
、
三
七
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
、
翼
賛
選
挙

で
は
第
三
区
か
ら
推
薦
候
補
と
し
て
四
位
当
選
、
一
九
四
五
年
に
は

護
国
同
志
会
へ
合
流
す
る
。

（
48
）　

内
務
省
に
入
省
し
た
の
ち
、
台
湾
総
督
府
内
務
局
長
、
愛
媛
県
、

長
崎
県
知
事
な
ど
を
歴
任
す
る
。
翼
賛
選
挙
で
は
第
三
区
か
ら
推
薦

候
補
と
し
て
出
馬
、
一
位
当
選
を
果
た
す
。

（
49
）　

農
商
務
省
に
入
省
後
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
経
済
更
生
運
動
に

尽
力
し
、
翼
賛
選
挙
で
は
推
薦
候
補
と
し
て
第
三
区
か
ら
出
馬
、
二

位
当
選
を
果
た
す
。

（
50
）　

詳
細
不
明
。

（
51
）　

砂
田
重
政
を
指
し
て
い
る
。
政
友
会
所
属
の
議
員
で
あ
っ
た
が
、

同
時
期
に
は
南
方
総
軍
軍
政
顧
問
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
へ
赴

い
て
い
た
。
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（
52
）　

藤
井
、
中
原
ら
と
同
じ
信
州
郷
軍
同
志
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。

一
九
三
五
年
、
三
九
年
の
長
野
県
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
、

翼
賛
選
挙
で
も
第
四
区
か
ら
推
薦
候
補
と
し
て
二
位
当
選
を
果
た
す
。

（
53
）　

小
野
秀
一
は
政
友
会
に
所
属
し
た
議
員
で
一
九
三
九
年
に
長
野

県
議
会
議
員
選
挙
に
西
筑
摩
郡
か
ら
出
馬
し
当
選
を
果
た
し
て
い
る
。

翼
賛
選
挙
で
は
推
薦
候
補
と
し
て
出
馬
し
第
四
区
で
三
位
当
選
を
果

た
し
た
。

（
54
）　

大
政
翼
賛
会
長
野
県
協
力
会
議
員
な
ど
を
務
め
、
翼
賛
選
挙
に

は
結
局
出
馬
せ
ず
。
戦
後
は
衆
議
院
議
員
、
長
野
県
教
育
委
員
、
松

本
交
響
楽
団
理
事
を
歴
任
。

（
55
）　

植
原
悦
二
郎
を
指
し
て
い
る
。
政
友
会
に
所
属
し
た
議
員
で
、

大
政
翼
賛
会
成
立
後
は
鳩
山
一
郎
の
同
交
会
に
属
し
、
翼
賛
選
挙
で

は
第
四
区
か
ら
非
推
薦
候
補
と
し
て
出
馬
し
た
も
の
の
落
選
し
た
。

（
56
）　

栗
原
美
能
留
を
指
し
て
い
る
。
内
務
官
僚
と
し
て
社
会
局
な
ど

に
務
め
た
後
、
大
政
翼
賛
会
成
立
後
は
大
日
本
翼
賛
壮
年
団
理
事
を

務
め
た
。
最
終
的
に
翼
賛
選
挙
に
は
出
馬
せ
ず
。




